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女性の嫉妬心はか弱き男性の味方か

唐  沢  孝

アフ リカに旅 した ときの こと。「結婚 していますか」 と聞かれたので、

正直 に「はい」と答 えた。「奥 さん何人いますか」 「え ' なんです って」、

「奥 さんは何人いますか」 「一人ですけど…………」 「 え .′ 、本当ですか、

日本 か ら来た金持 が奥さん一 人だなんて」 私 が金持 であるか 否 か (そ の よ

うに見えたか)1ま 別 として、 どうも釈然 としない .

日本や欧米では一大一妻 が当 り前なの に、アフ リカや中近 束、イ ン ドな

どでは一夫 多妻 がごく一般的であるとい う。 多数の妻 を持つ ことによって

ネ1二 会泊勺・糸玉,斉自勺ナ也イ立の 1高 さを言今万ヽ してヽヽるともい う。 エ ジフ
°

|ヽ では、 一̂ 夫

多要の結果 (し かも、男性 が女性の両親 に大金 を支払 わねばならないため)、

独身男性 が増加 し社会問題 になっているとい う新聞記事 を読んだことがあ

る。人類全体をみると約80%が一夫多妻制社会で生活 しているといわれ (但

し、一人 多妻制社会で も 一人の妻 と結婚 している者 もいるし、独身者 もい

る )、 霊長 日で もニホ ンザルのボスが雌ザ ルを独 占す るよ うに一夫 多妻制は

82%(200種中163種 )を 示 し、なん と哺乳類 全体では96%に 及んでいるc

こうなると一夫一妻 制 こそ少数派であ り、 どうも釈然 と しないのはむ しろ

アフリカの人だったかも知 れない.

一体 、人も含めた動物の配偶関係はどの よ うに 11夕成 され、どんな意味 が

あるのだろ うかcこ こでは哺乳類の場 合は別のオ‐、会に譲 るとして、90%以

Lが一夫一妻制 を採用 している鳥類 を例 にこの問題 を考 えてみよう。

百舌鳥の嫁入 り

哺子し灯1で は、 111産 はもちろん、ま受子しも」t性 が
｀
分IFlす るため育児はI雌中心 に

なる傾向 が強 い.こ れに対 し、鳥類では産卯 を除 くと抱卯や育雛 をどうし

ても雌 がやる必要 はないcむ しろ、雌雄で協 力 して繁殖活動 を行 った方が
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卵 を冷 や さず にすみ、 多数の雛 を育て られるにちがいない_こ うしたI里由

から、鳥類の人部分は ^夫 一妻制である.

私 がここ10年近 く研究 しているモ ズも、一夫一妻の典型例である.モ ズ

は□本各地の田畑や公園 などに広 く分布 している人里の鳥で、秋 に単独 な

わば りを形成 し冬 を越す.秋の なわば りをめ ぐる争いは熾烈 を極 め、老若

男女 を問わずキ ィー、キ ィー、ギチギチギチ とかん高い声 を発 して、いわ

ゆるモズの高鳴 きが聞 かれる.時 には空中戦がもつれて地上 に落 ド、なお

も,敗 しくっつ き合 うこともある。 ところが、春 2-3月 になると、いつ ま

で もなわばりを守 っているのは雄_だ けで、雌 |ま なわば りを離れて移動 する

よ うになる.

雄の占有す るなわば りに、他の地域 か ら飛来 したモズの雌 が入って くる

と、秋の頃 ヒステ リ ンクに鳴いていたモズか らは想像 もつ かない浮いたよ

うなまろやかな声で、つぶや くよ うに 11つ った調 子で歌い出す。 ウグイス

や ヒバ リ、コヨンキ リやオオルリなどの美 しく囀 る小鳥たちの歌 を上手 に

真似 ることもある (い ろんな鳥の擬声ができることからモ ズを百舌鳥 と書

く)。 しかも、雌 に向 って顔 を左右 に激 しく振 りながら情熱的 に求愛す る(ノ ::)

である。 もし雌 が雄 を気 |こ 入ればつ がいが形成 されるが、 :気 に人らなけれ

ば別のなわば りの中′ヽ、と飛んで行 って しまう。雌 に振 られた雄は、未練 が

ましくい ,́ま
~0も

追いか |す た りせず (死 &'DIよ ど想、い フ́めた りせず り、次 (■・ lD

って くるであろ う別の雌 を待つ。独身雄は、自分のなわば りに入って くる

雌 に対 してはひと涌 リプロボー ズし、つがいが形成 されるかどうかは雌 に

よって決定 されるcで は雄の選択権 をもつ雌 は、1可 を基準 に雄 を選ぶので

あろ うか。雄 自身 (姿 や歌、情熱的 な求愛 )|■ 惚 れこむのか、それ とも雄

の所 有す るなわば り (営 巣場所や食物 =財産 ,|こ 目が くらむのだろ うか
`.

多分両方であろう。いづ れにせ よ、雌 が雄のなわば りに入ってい くとい う

“嫁 入́り婚''な のである。

秋の なわば り争いは、雄 にとっては嫁 さんに少 しで も気 に入って もらう

ために必死でマ イホームの土地 を獲得す るための開争で 1,あ る.大学入試

でいえば、共通一次 (秋のなわば り確保 )で足切 りをまぬがれた者だけが

早春の二次試験 (雌へのプロポー ズ)|■ 臨めることになる.
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結婚の条件

嫁 さんを迎 え入 れ、つ がいが形成 されると、雄の態度 にも変化 がみ られ

るよ うになる。他 の雌 がなわば り内に入 って きて も、独身時代のよ うに次

々とプロポーズ した りしない。 それどころか雌 をなわば りの外に追い出す

こともある (妻以外の女性 を避 ける傾向 がみ られ る )。 独身の雌 もまた、す

で につ がい を形成 している雄 (妻子 ある男性 )を 避 ける傾向が出て くる。

独身時代 は女性 にもてて も、結婚す るとそれだけの理 由で急 にもてなくな

ることによって、独身の雌雄 がつ がいを形成す るの を促進 |ン ているともい

える。 しかも、 まれ につ がいの なわば りに入って くる雌 に雄 が言い寄 ろう

として も、侵入 した雌 はつ がいの雌 |=よ って攻撃 され追 い出 されて しまう。

また、つ がいの雌 は雄 、夫 )|ニ ガー ドきア■ているため、他の雄 が接近 して

も、た ちまち雄同志の闘 tヽ 1■ 発展 して しまう=い づれに しても、雄対雄、

雌対雌 といった同 性の反発 1嫉妬′亡 |こ ょって一夫一妻制は促進 され、維

持 されていると言 えそ うである「

つ がい形成後 も、年_|ま 雌 |こ 対 して親密 さを保つ ために涙 ぐましい努力が

続 け られるc トカゲやォエ ルを捕 えては、食べやす く引 き裂 き、肉 片を雌

にブレゼ ン トして気 をひ くのである.こ のため、独身時代 に比較 し雌の体

重は急 に増加 し、時 に |ま 1.4倍にも達す ることがある。 このことが雌の産

卵 に有利 に作用す ることはい うまで もない。

一夫一妻制 を維持す ることにより、雌の方 か らみれば抱卯や育児 に関 し

て全面的 に雄の協 力を期待で きるであろ う。仮 に、一夫 ■妻 ならば、明 ら

かに雄の協力は告 に減少 して しまう。雄 に してみれば、雌 をガー ドす るこ

とによって、確 かに自分の子 を育てているとい う保証̂ が得 られるし、 なわ

ば り内に複数の雌 が繁殖 したのでは雄の育児負担 が増 し、十分に子が育た

ないとい う判断 も働 くにちがいない。雌雄 ともに、 “自分 (ブ:)遺伝 子を継承

する子 を最 大に残 そ う'' とい う共通の 目標 を見い出せ ることになる。一夫

一妻制 は、このよ うに、いわば雌 と雄の双方 による妥協の産物 だと解釈 き

れている。
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一夫多妻制 を採用 した鳥

一夫一妻制 を維持す る前提条件 が崩れた らどうなるであろうか。雌 が雄

の なわば りに入 って くる際、た とえ妻子の tヽ る堆であって も繁殖 に有利 と

判断 した らどうなるだろ う=夫の協 力
=半

減 しても、雄のなわば り (財産 )

に貧富の差が著 しいな ら|ゴ 、貧 し ・I=_■ 第 ―夫 人十二なるよ りも、富め る雄

の第二、第二夫人になる方 が
~子

■ を最大.1喪十_`ぃ う繁殖戦略 に適合

す ること |こ なる
=

たとえ |ま 、江戸‖li可 匡 |=;二 _~‐
‐`

'原
子繁埴

~=ろ オイ ヨンキ リでは一夫多

妻制 を採用 し
~〔 ・■  f:三

~rF irTヨ
ンキ |′ltつ 雄 (ま 、雌 より先 に渡来 し

てなわ
=:]を

形式 _筆 ~|モ

=■
を待 ろう|す る.雌は、雄の 1韓 っているなわ

ば |'1■ 人 `｀

‐3´・ ■=■●
~ろ [巣造 り、産卯は雌。雄 はもっば らなわば り

の防衛 |こ 三たこ―
=‐i_l雄 ■'抱卵 |こ 入 ると、雄 は第二の雌 を求め、第二

の雌 t'抱「「 .■
:、 こ―二事二う鮭

`い
うよ うに、最高一夫 五妻 まで知 られてい

る:ノ〕r'~r景 千r_~E_・〕雛 がかえると雄 も育児にあた り、巣立つ ころには第

二の雌 _D誰 を育て ら二:ヽ うよ うに、実 に精 力的で合理的繁殖 を行 うことが

で きる[土 冒
「

L.｀
~=レ

原の質的不均一性 が、雄のなわば り間の貧富差 を生

したた ,3.1、 菖二ろ:た ■複数の雌 が選択 したことになる。 この場合、第 一

夫 人 |ま 、第二、第二夫 人 |こ 対 してなぜ寛大でい られるのだろ うか。第一夫

人にと「́.て |ま 、夫 .D協 力は明 らかに減少す るかにみ える。 しか し、オオ ヨ

ンキ |● こしてもセツカに して も、一夫 多妻制の鳥の雌 は、同性 に対す る嫉

妬′しを捨てる二と |こ より、よ り有利 な条件で繁殖で きる方法 を選択 したに

ちがい■ |、 こヽ

オオ ヨンキ リやセツカでは、同一雄のなわば り内ではあって も雌同志の

繁殖 している場所は離 れている し、繁殖の時期 がづれていることが多い。

これに対 し、キ ジの場 合は、雄同志の問いに勝 った 1羽の雄 が複数の雌 と

同 じ群 れをつ くって繁殖 し、ハー レムを形成す る一夫 多妻制の形態 をとる。

特定の スーバース ターに雌 が集 中す る反面、雌 から見離 された独身雄 が増

えて くるにちがいない。雌の 1司 性 に文寸す る嫉妬心 を捨て去 る代 りに、 最 も

優 れた遺伝子 をもつ雄_を 選択 した ことになる。 クジャクやキジの雄の美 し

さ (二次性徴 )は 、こうした雌の繁殖戦略のなせ るわざで ある。
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一夫一妻制 にせよ、一夫多妻制 にせ よ、共通 しているのは雄同志の問い

である。男の嫉妬心の強 さにつ いては、い まさらンェ~ク スピアの台詞 を

引用す る必 要もないだろ う。問題 なのは雌 の側の嫉妬心であるcも し、一

夫 多妻制の鳥で あっても、雌の同性への嫉妬心 が高 まれば、一夫 多妻制は

崩壊 し ―夫一要制 に逆戻 りし、貧 しくか弱 き雄 も結婚で きる可能性 が高 ま

るで あろ う。 どうや ら一 人 ‐妻制は、 ダメ男 にも平等 に結婚のチ ャンスを

与えられるよ う進化 して きたよ うだ。 それもひとえに女性の嫉妬心 に支 え

られてのことである。

動物の配偶関係 をもっと知 りたい人のために、本校図書室 にある本の中

か ら次の出版物 を紹介 して終 りとしたい。

「鳥の社会」 中村登流著 思索社

「社会生態学入門」 伊藤嘉昭著 東大出版会

「モズの嫁入 り」 山岸哲著 大 日本図書

「モズの話」 唐沢孝―著 北隆館

「女性 は進化 しなかったか」 サ ラ・ブラッフ ァー・フルデ ィ著: 思索社

2」 笠 間 美 紀
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